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�����　　　　　　　　　　　　河部会員
「心に残るロータリアンの言葉」から
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　先ず最初に、あなたをロータリーに引き付け
たものは何でしたか？単に親睦を楽しむことで
したか？それともあなたが地域社会で何か意義
ある仕事に参加することでしたか？あなたの
ロータリークラブの会員で、誇りをもって交際
出来る人々について一寸考えてみましょう。
ロータリアンを一味違った男や女に仕立てて行
くの何でしょうか？ロータリアンは自分の人生
にある種の幸福感と深い満足感をもっているよ
うにみえますが、それはなぜでしょう？
　個人的な喜びや、満足感と幸福を求めること
は万人共通の目標です。だが真のロータリアン
とは、他人に奉仕し、人助けをすることによっ
て得られる大きな満足と尽きせぬ果報を発見し

た男達女達です。
　ロータリーの理想の真髄は、何ら個人的見返
りを求めることなく進んで他人に援助の手を差
しのべることです。驚くべきことですが、我々
にとって最高の幸福感は、他人のために役立つ
ように、また自分がこの世の務めを終った後ま
で永続きするような目的のために惜しみなく自
分の時間と労力と財力を捧げる時に得られます。
まことの幸福は人助けからということをロータ
リアンは発見します。
　助けを求める真剣な声に応えてあげれば、何
ともたとえようのない心の充実感に目の覚める
思いがするではありませんか。幸福－それは恐
らく人間すべての真底からの熱望－それが他人
を助ける、という行為によっていともたやすく
手に入る、という途方もない秘訣と普遍的真理
をロータリアンは分かち合うのです。

クリフォード・ダクターマン
（１９９２－９３年度 Ｒ．Ｉ．会長）から
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　私のガバナー年度に留萌ＲＣの会長をしてお

られた、現ガバナー補佐の澤田茂様よりご指名

を頂き、久しぶりに留萌に参りました。私が最

初に留萌に参りましたのは、ガバナーに就任す

る前に石垣ガバナーの代理としてローターアク

トの地区協議会に出席した時です。次に公式訪

問に伺った際、新世代委員会担当の「ふるさと・

わくわく塾」に参加し、子供達やロータリアン

と一緒に初山別村に泊まり、翌日は羽幌ＲＣの

公式訪問に伺ったことを記憶しています。また

ガバナー年度の終わり近くなって小平ＲＣを訪

問し、当時の川森会長さんはじめ第一分区の数

名の方と協議を行い、クラブの存続を決定して

頂いたという懐かしい思い出があります。早速

本題に入らせて頂きます。

　私は、今年１０月２６日に満８０歳になりますので、

この際自分の人生を振り返り、そして後半は

ロータリーとの関わりをお話したいと思います。

　私の父は大正１１年に東京大学医学部を卒業後

すぐに北大第Ⅱ外科の助手となり、その後札幌

の天使病院の外科に勤務していましたので、昭

和２年の天使病院の住宅にて生まれました。私

が５才の時父が東京の病院に就職しましたので、

小学校・中学校は東京でした。当時は軍国主義

一色の時代ですから、小学生の頃から海軍に憧

れ、私の夢は、連合艦隊司令長官であり山本五

十六でした。昭和１５年に府立一中に入学し、中

学２年生のとき昭和１６年１２月８日に日本は太平

洋戦争に突入しました。

　私は目標実現の第一歩として、海軍兵学校へ

の入学を目指しました。中学４年生の昭和１８年

の夏に受験して合格し、昭和１８年１２月１日に広

島県江田島の海軍兵学校に入校。当時１６歳に

なったばかりで、今の高校１年生の時というこ

とになります。その頃の戦況はというと全く不

利な状況でしたが、国民には全く知らされてい

ませんでした。しかしそういう時代ですから、

将来戦死するだろうという覚悟は持っていまし

た。昭和１８年１２月１４日に父が病死し、私は入校

教育の最中に葬儀に出席するため東京に帰る羽

目になりました。葬儀を済ませるとすぐ江田島

にトンボ帰りし、厳しい訓練と学業の連続であ

る入校教育に戻りました。したがって、父の死

を悲しむ暇はありませんでした。

　海軍兵学校の生活についてお話しましょう。

毎朝ラッパで起床し、ラッパで就寝するまで、

学業と訓練の連続です。海軍には五省という標

語がありました。

１）至誠に悖るなかりしか。

１）言行に恥ずるなかりしか。

１）気力に欠くるなかりしか。

１）努力に憾みなかりしか。

１）不精に亙るなかりしか。

　毎日夜の自習の終わりに、全員で五省を唱え

て１日の反省をしたのです。

　昭和１９年７月に最初にして最後の夏期休暇が

あり、家族は北海道の伊達に疎開していました

ので、伊達に帰りました。家族と会えるのはこ

れが最後という覚悟でした。昭和２０年８月６日、

広島に原爆が投下された時、江田島から茸雲が

良く見え、今でも脳裏に焼きついています。８

月１５日に終戦となり伊達に帰ってきました。そ

の途中広島の焼け野原を見ましたし、汽車もひ

どい状況で窓から出入りする有様でした。函館

連絡船もなく何とか貨物船に潜り込んでやっと

伊達にたどり着きました。その時１７歳１０ヶ月

でした。

　しばらく茫然としていましたが、これからの

進路について迷いました。結局は父が、私が医

者になるのを望んでいた事を知り、医者になる

決心をしましたが、戦後の混乱期でしたので、

昭和２１年９月になって漸く北大予科医類２年の
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国際ロータリー第２５１０地区
　パスト・ガバナー　伊 藤 長 英 様

�ロータリー米山記念奨学会常務理事（苫小牧北ＲＣ）



編入試験を受けることが出来、２人だけ編入す

ることができました。入学したものの、経済的

には大変な苦労をしました。学費・生活費とも

殆どアルバイトで稼いだのです。当時はみんな

が貧しく家庭教師の職はありませんでしたから、

殆ど筋肉労働をしました。その時海軍兵学校で

鍛えた体力と気力が大いに役立ったわけです。

随分いろいろなアルバイトを経験しましたが、

死ぬ気で頑張れば何とかなるという貴重な体験

をしました。この学生時代の苦労が社会人に

なっていろいろ困難にぶつかった時に、大いに

役立ったと思っています。

　昭和２７年３月に無事医学部を卒業し、王子病

院で１年間のインターンを行いました。インタ

ーン終了後、北大第Ⅱ内科に入局しました。昭

和２８年４月の国家試験を経て医師免許証を取得

したのが昭和２８年８月で、家庭の事情もあり直

ちに王子病院内科に就職しました。その際中川

諭教授が当時の王子病院の豊福院長宛に推薦状

を書いて下さったのが印象に残っています。そ

の後昭和３１年４月から北大第１病理の研究生と

なり、昭和３４年６月２５日に論文が教授会を通過、

８月３１日に学位を授与されました。論文が通過

した日は、私の長女の誕生日であり、巨人軍の

長島選手が天覧試合でサヨナラ・ホームランを

打った日でもあるという大変めでたい日です。

　王子病院は、当時王子製紙㈱の付属病院でし

たが、昭和４２年１０月１日から医療法人王子総合

病院となり、経営を王子製紙より分離独立しま

した。初代の理事長・院長は佐久間三八先生で、

私は昭和５７年７月に院長、昭和５９年７月に理事

長・院長となり病院の経営・管理の責任を負う

ことになりました。佐久間先生は苫小牧ＲＣの

メンバーであり、１９８１～８２年度のガバナーを務

められました。医師としてもロータリアンとし

ても大先輩であります。私は昭和５９年８月に友

人の推薦により苫小牧北ＲＣに入会しました。

当時は病院の経営・管理の他、診療もしていま

したので本業のほうが多忙で、積極的なロータ

リー活動は出来ませんでした。

　王子総合病院は、苫小牧市および東胆振地区

の基幹病院として長年地域医療に貢献していま

すが、表町の病院は老朽化、狭隘化が顕著とな

り、若草町の王子製紙の野球場跡地に新病院を

建設することを決断しました。新病院は平成９

年５月６日に開院しましたが、老人保健施設ケ

アライフ王子・在宅介護支援センター・訪問看

護ステーションも同時に開設しました。これで

保健・医療・福祉のあらゆる面で体制が一応整

備されました。

　ロータリーについては、病院の建設計画が決

定した頃、ガバナーのお話がありお断りしまし

たが、その後再びガバナー・ノミニーのご指名

を頂きお引き受けすることになりました。

　１９９７年（平成９年）３月に正式に指名されま

したので、新病院開院の直後であり多忙な日々

を送ることになりました。しかし１９９８年７月の

ガバナー就任の直前、５月に病院理事長を後任

者にバトンタッチし、名誉院長という気楽な立

場で公式訪問を行うことが出来ました。名誉院

長でも外来診療だけは週に２回続けていました

ので、公式訪問の日程の調整には苦労しました。

　私のガバナー年度のＲＩ会長は、ジェイムス．

Ｌ．レイシーさんで、テーマは「ＦＯＬＬＯＷ ＹＯ

ＵＲ ＲＯＴＡＲＹ ＤＲＥＡＭ」「ロータリーの夢を

追い続けよう」でした。そして強調事項は「地

域社会への関心事と子供たち」ということで、

ロータリーを通じてこの世界を子供たちにとっ

てより良いものにするために協力して下さいと

呼びかけられました。このＲＩ会長の方針を受

け、私の地区運営の重点目標の第一に「新世代

に関するプログラムの積極的推進」を取り上げ

ました。そして地区大会において「新世代の未

来を築くフォーラム」を行いました。この

フォーラムには、手続要覧の第８新世代に記載

してあるインターアクト・ローターアクト・青

少年交換学生のみならず財団奨学生や米山奨学

生にも参加してもらい、全く新しい発想で新世

代を取り上げました。ＲＩ会長代理の中島治一

郎ＰＤＧから高い評価を頂き、地区大会の評価

はトリプルＡであるとお褒めの言葉を頂いたの

が印象に残っています。ガバナーとしては地区

内のいろいろの行事に参加しましたが、ＷＣＳ

事業の新しいプログラムとしてタイの東北部の
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ノンカイ県という貧しい地区の小中学校を訪問

し、ノンカイＲＣの会員と協力して学用品の寄

贈・給食の援助・トイレの改築・学校に常備す

る医薬品の寄贈・衛星放送受信システムの寄贈

などを行いました。地区ＷＣＳ委員長の対木さ

んを始め地区から１４名が参加（私のクラブから

６名）しましたが、タイの子供たちが本当に喜

び手を合わせて感謝する姿に我々全員が深い感

動を覚えました。

　ロータリーの最終目的は世界の平和です。こ

れからもロータリーには積極的に係わっていき

たいと思っています。

　私は現在、�ロータリー米山記念奨学会の常

務理事を仰せつかっていますので、米山奨学会

のことをお話させて頂きます。米山記念奨学事

業豆辞典（２００６～２００７年度版）を基本にして、

パワーポイントにて説明いたします。日本で学

ぶ外国人留学生に対し、日本のロータリアンか

ら寄付金を財源として奨学金を支給する事業で

あり、ＲＩにおいても日本ロータリー独自の多

地区合同奉仕活動として認められています。今

までに１０６ヶ国１３，３２２人の留学生を支援（２００６年

４月）しています。日本の民間最大の奨学財団

であり、最大の特徴は「世話クラブ・カウンセ

ラー制度」にあります。「カウンセラー」は、

奨学生の生活や学業面などのよき相談相手とし

て、精神面から支えます。寄付については、会

員の皆様に米山奨学事業を理解して頂くことが

もっとも重要です。私は、米山奨学会の財務担

当理事として寄付増進についていつも協議して

います。２００５年度と２００６年度の２年に亘って寄

付増進のタスク・グループを作り、数名の米山

奨学会理事および地区米山奨学委員長さんと一

緒に話し合いました。地区によって事情が異な

りますが、どの地区にも共通していることは、

地区ガバナーがはっきり目標を示すことが最も

重要だということです。ご承知のように当地区

は残念ながら全国平均に達していませんが、今

年度丸山ガバナーは、普通寄付と特別寄付の合

計額１６，０００円を目標に掲げられました。この数

字の根拠は、普通寄付４，０００円＋特別寄付１，０００

円（１ヶ月）×１２＝１６，０００円ということで誰に

も達成可能な額であると思われます。次年度も

酒井ガバナー・エレクトは同額を目標にされま

すので、ご協力をよろしくお願い致します。

　米山奨学事業を理解して頂くためには、米山

奨学生または米山学友との交流が大切であると

思いますので、地区米山奨学委員長および地区

米山奨学委員または私に遠慮なくお申し付けく

ださい。特に米山奨学生をお世話したことのな

いクラブには、積極的に卓話に呼んで頂きたい

と思います。

　米山奨学事業の意義については、米山学友の

活躍を見ると良く理解できると思います。米山

奨学事業豆辞典のｐ１５～ｐ１７に９名ほど紹介さ

れていますが、米山学友の群像という小冊子に

詳しく紹介されていますので是非目を通して下

さい。米山学友の一部をご紹介しますと、２００２

年から２年間駐日韓国大使を務められた崔相竜

（チェサンヨン）氏。米山学友として最初のガ

バナーであり、「超我の奉仕賞」受賞者そして韓

国学友会の初代会長でもある林隆義氏。２００５～

０６年度に台湾出身で最初のガバナーを務められ

た許国文氏。台湾セブンイレブンを統括する台

湾最大の流通企業、統一超商株式会社の代表取

締役社長の徐重仁氏。この方は１９９５年に台湾の

米山学友を中心に台北東海ＲＣ（公用語は日本

語）を結成し、初代会長に就任された。また台

湾の米山学友会として社団法人中華民国扶輪米

山会を立ち上げ、初代理事長を務められました。

ネパールのギリ・ラム氏は、奨学金案内で読ん

だ米山梅吉氏の生き方に感銘を受け、室蘭工業

大学時代に「北海道マルデイコラ・ネパール教

育基金」を設立。母国の中高生へ奨学金を支給

するほか図書室の設置、学用品の寄贈、大人を

対象とした識字教室開催、村への電力供給など

総合的な教育環境作りに尽力しています。２００５

年４月から三井物産戦略研究所に勤務しつつ、

母国のための活動を続けています。彼は私のガ

バナー時代に米山奨学生で、苫小牧における地

区大会の「新世代の未来を築くフォーラム」に、

ネパールの国旗を持って奥さんと共に参加して

くれました。そういう縁で彼の教育基金に少々

応援しています。
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１４：００　　受付開始
　　　　　開　会　 　綜合司会　対　馬　健　一　　
１４：３０　　点　鐘　　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第２５１０地区第１グループ
 　ガバナー補佐　澤　田　　　茂　　
　　　　　国歌斉唱

　ロータリーソング「奉仕の理想」
　来賓・参加クラブ紹介 　澤　田　　　茂　　
　歓迎の言葉 　留萌ロータリークラブ会長　中　川　勝　美　　
　ガバナー補佐挨拶 　澤　田　　　茂　　
　ガバナー挨拶　　　　　　　　　　　　　　国際ロータリー第２５１０地区

　ガバナー　丸　山　淳　士　様
　　　　　（休　憩）
　　　　　記念講演　「ロータリーと私の人生」

　国際ロータリー第２５１０地区　パストガバナー　伊　藤　長　英　様
　謝　辞　　 　澤　田　　　茂　　
　次期ガバナー補佐発表　 　澤　田　　　茂　　
　本年度ガバナー補佐へ記念品贈呈
　閉　会

１６：００　　点　鐘　 　澤　田　　　茂　　
　　　　　諸事お知らせ 　ＳＡＡ　原　田　　　功　　
　　　　　（休　憩）
　　　　　「憶えていてくださいロータリー災害への救援」ＶＴＲ上映（１階会議室）
　　　　　第１グループ　会長・幹事会（別室）
１６：３０　　懇親会

　　開会の挨拶　 　接待委員長　渡　邊　裕　久　　
　　乾　杯　 　深川ロータリークラブ会長　寺　岡　義　人　様
　　余　興
　　万　歳　 　羽幌ロータリークラブ会長　伊　原　重　孝　様
　　ロータリーソング「手に手つないで」

１８：００　　閉　会
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　米山奨学事業は、日本のロータリアンが築き

上げた、国際平和に資する奉仕活動です。米山

奨学生および米山学友に接してみて感ずること

は、彼らは将来、母国と日本の架け橋になりた

いという気持ちを強く持っていることです。こ

の事業が日本にとっても我々日本のロータリア

ンにとっても、大変有意義な事業であることを

ご理解頂いて、今後ともご協力をお願い致しま

す。米山奨学事業はこれからも改革を重ね、皆

様と共に歩んで参ります。

　以上いろいろ申し上げましたが、ロータリー

が私の人生にどう影響を与えてくれたかという

ことを考えて見ますと、思いやりと助け合いの

精神を植え付けてくれたという事を素直に認め

たいと思います。これからの余生もロータリア

ンとして、奉仕の精神を持ち続けたいと思いま

す。

　長時間に亘りご静聴頂き誠に有難うございま

した。
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